別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費
	事業名:畜産環境保全推進指導事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　養鶏養豚担当　電話番号：058-272-1111（内2875）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,083千円（前年度予算額：2,083千円）

	事業内容


	１　事業の内容


畜産環境問題の発生防止・早期解決を図るため、畜舎等から発生する臭気、排水の水質を測定し、問題のある畜産農家を指導。
家畜排せつ物から生産される堆肥を、より一層農業生産現場で活用を図り、資源循環型農業を推進するための支援体制を整備。
	２　所要経費


（1） 畜産環境検査体制整備事業費（検査分）
・畜舎等農場敷地からの排水の水質検査、指導　665
（2） 資源循環型畜産確立推進事業費
・畜舎等農場敷地から発生する臭気測定、指導　1,103

・「岐阜県耕畜連携農業推進連絡会議」の運営、活動　315
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
　　２　循環型社会づくりと、地球温暖化の防止に取り組む
・産業廃棄物の適正処理を促進する
	２　これまでの取組状況


畜産環境問題の発生のおそれがある又は地域からの苦情のあった畜産農家を対象に臭気、水質を検査し、その結果をもとに必要に応じた個別指導を実施。

（H21検査件数　臭気：26件、水質：201件）
「岐阜県耕畜連携農業推進連絡会議」を平成18年に設置し、県内農家の相談対応を行っているほか、堆肥の有効活用、飼料用稲の生産・利用に関する研修会を開催。
	３　これまでの取組に対する評価


　・「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律」など、環境への配慮を求める法令の施行と併せて、検査・指導体制を敷くことで畜産環境問題の発生は減少傾向にある。（畜産環境に起因する苦情件数　H10：50件、H20：30件）

　・畜産農業者も、畜産農業は特に地域社会との調和が求められる産業であることの認識が深まりつつある。
・しかしながら、依然として畜産経営に起因する苦情は発生していることから、引き続き、環境と調和した安定的かつ継続的な畜産農業の発展を図るため実施していく。
	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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	1月15日時点査定額
	2,083
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,083

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


